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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成25年6月27日(2013.6.27)

【公表番号】特表2010-504427(P2010-504427A)
【公表日】平成22年2月12日(2010.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2010-006
【出願番号】特願2009-528737(P2009-528737)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ   1/05     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  30/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ   1/05    　　　Ｆ
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ｑ
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ｔ
   Ｂ２２Ｆ   3/02    　　　Ｍ
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ｊ
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ｍ
   Ｃ２２Ｃ  30/00    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０４　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月8日(2013.5.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）鉄／ニッケル、鉄／コバルト、鉄／ニッケル／コバルトおよびニッケル／コバルト
からなる群から選択された少なくとも１つの前合金化された粉末；ｂ）鉄、ニッケルおよ
びコバルトからなる群から選択された少なくとも１つの元素状粉末または成分ａ）とは異
なる、鉄／ニッケル、鉄／コバルト、鉄／ニッケル／コバルトおよびニッケル／コバルト
からなる群から選択された少なくとも１つの前合金化された粉末；ｃ）硬質物質粉末を使
用することによって硬質金属混合物を製造する方法において、成分ａ）とｂ）との一緒に
なった総組成物は、コバルト最大９０質量％およびニッケル最大７０質量％を含有し、鉄
含量は、次の不等式
【数１】

を満たすことを特徴とする、硬質金属混合物の製造法。
【請求項２】
　結合剤の総組成物は、Ｎｉ最大７０質量％およびＦｅ少なくとも１０質量％であり、こ
の場合鉄含量は、不等式
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【数２】

を満たし、この場合には、少なくとも２つの結合剤粉末ａ）とｂ）が使用され、この場合
この第１の結合剤粉末は、結合剤の総組成物よりも鉄が少なく、第２の結合剤粉末は、結
合剤の総組成物よりも鉄が多い、この場合には、鉄、ニッケルおよびコバルトからなる群
から選択された少なくとも２つの元素からの少なくとも１つの結合剤粉末が前合金化され
る、請求項１記載の硬質金属混合物の製造法。
【請求項３】
　複数の成分のニッケル含量は、共通して粉末混合物に対して６０質量％またはそれ未満
である、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　２つの成分の鉄含量は、共通して粉末混合物に対して５質量％またはそれ以上である、
請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　コバルト含量が５質量％未満である場合には、２つの成分の一緒になったニッケル含量
は、粉末混合物に対して４５質量％またはそれ未満である、請求項１から４までのいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項６】
　成分ａ）は、前合金化された金属粉末であり、成分ｂ）は、元素状粉末であり、この場
合鉄、ニッケルおよびコバルトの含量は、結合剤粉末の望ましい全組成に対して補充され
る、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　ａ）鉄／ニッケルおよびｂ）からなる前合金化された粉末は、鉄粉末である、請求項１
から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　成分ａ）は、前合金化された粉末ＦｅＮｉ　５０／５０、ＦｅＣｏ　５０／５０または
ＦｅＣｏＮｉ　４０／２０／４０である、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方
法。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項の記載により得られた硬質金属混合物。
【請求項１０】
　特に焼結により、変形された物体を製造するための請求項１から９までのいずれか１項
に記載の硬質金属混合物の使用。
【請求項１１】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載の焼結された硬質金属混合物を含有する変
形された物体。
【請求項１２】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載の硬質金属混合物を焼結することによって
得られた、変形された物体。
【請求項１３】
　次の工程：
最初に、前合金化された金属粉末を準備し、
元素状粉末または第２の前合金化された金属粉末を準備し、
双方の成分を混合微粉砕し、硬質金属混合物を得、この硬質金属混合物をプレス加工し、
かつ焼結させることを含む請求項１１または１２記載の変形された物体の製造法において
、変形された物体を、１つの硬質金属から得ることを特徴とする、変形された物体の製造
法。
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【請求項１４】
　ａ）鉄／ニッケル、鉄／コバルト、鉄／ニッケル／コバルトおよびニッケル／コバルト
からなる群から選択された少なくとも１つの前合金化された粉末；ｂ）鉄、ニッケルおよ
びコバルトからなる群から選択された少なくとも１つの元素状粉末または成分ａ）とは異
なる、鉄／ニッケル、鉄／コバルト、鉄／ニッケル／コバルトおよびニッケル／コバルト
からなる群から選択された前合金化された粉末を含有する金属性粉末混合物。
【請求項１５】
　成分ａ）とｂ）との一緒になった総組成物は、コバルト最大９０質量％およびニッケル
最大７０質量％を含有し、鉄含量は、不等式
【数３】

を満たす、請求項１４記載の金属性粉末混合物。
【請求項１６】
　有機添加剤および／または無機添加剤を含有する、請求項１４または１５記載の金属性
粉末混合物。
【請求項１７】
　硬質物質である成分ｃ）を含有する、請求項１４から１６までのいずれか１項に記載の
金属性粉末混合物。
【請求項１８】
　金属性結合剤混合物である、請求項１４から１７までのいずれか１項に記載の金属性粉
末混合物。
【請求項１９】
　硬質金属のための金属性結合剤を製造するための、請求項１４から１７までのいずれか
１項に記載の金属性粉末混合物の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　この課題は、ａ）鉄／ニッケル、鉄／コバルト、鉄／ニッケル／コバルトおよびニッケ
ル／コバルトからなる群から選択された少なくとも１つの前合金化された粉末；ｂ）鉄、
ニッケルおよびコバルトからなる群から選択された少なくとも１つの元素状粉末または成
分ａ）とは異なる、鉄／ニッケル、鉄／コバルト、鉄／ニッケル／コバルトおよびニッケ
ル／コバルトからなる群から選択された少なくとも１つの前合金化された粉末；ｃ）硬質
物質粉末を使用することによって硬質金属混合物を製造する方法によって解決され、この
場合成分ａ）とｂ）の総組成物は、コバルト最大９０質量％およびニッケル最大７０質量
％を有する。鉄含量は、有利に少なくとも１０質量％である。本発明の１つの好ましい実
施態様は、請求項１記載の硬質金属混合物を製造する方法であり、この場合結合剤の総組
成物は、Ｃｏ最大９０質量％、Ｎｉ最大７０質量％およびＦｅ少なくとも１０質量％であ
り、この場合鉄含量は、不等式
【数３】

（式中、Ｆｅ：質量％での鉄含量、％Ｃｏ：質量％でのコバルト含量、％Ｎｉ：質量％で
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のニッケル含量）を満たし、この場合には、少なくとも２つの結合剤粉末ａ）とｂ）が使
用され、この場合この結合剤粉末は、結合剤の総組成物よりも鉄が少なく、別の結合剤粉
末は、結合剤の総組成物よりも鉄が多く、この場合には、鉄、ニッケルおよびコバルトか
らなる群から選択された少なくとも２つの元素からの少なくとも１つの結合剤粉末が前合
金化され、使用される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　本発明による前記硬質金属混合物は、特にプレス加工および焼結による、変形された物
体の製造に使用されることができる。従って、また、本発明は、本発明による焼結された
金属粉末混合物を含有する変形された物体に関する。変形された物体は、硬質物質を含有
する。更に、本発明は、本発明による硬質金属混合物を焼結させることによって得られる
硬質金属に関する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　本発明のもう１つの実施態様において、硬質物質は、有利に３：１～１：１００または
１：１：～１：１０または１：２～１：７または１：３～１：６．３の量で使用される。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　成分ａ）、前合金化された粉末、および成分ｂ）、元素状粉末または他の前合金化され
た粉末は、結合剤（"総組成物"）の望ましい組成のために成分ｃ）に対して硬質物質を補
充する。この場合、成分ａ）とｂ）とは一緒になって、鉄少なくとも１０質量を含有し、
ニッケル含量は、最大７０質量％であり、有利にコバルト含量は、最大９０％である。殊
に好ましくは、付加的に、２つの成分ａ）とｂ）の一緒になった総組成物の鉄含量が次の
不等式：
【数５】

（式中、Ｆｅ：質量％での鉄含量、％Ｃｏ：質量％でのコバルト含量、％Ｎｉ：質量％で
のニッケル含量）を満たすという条件が当てはまる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】



(5) JP 2010-504427 A5 2013.6.27

【図６】
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